
1　経歴等

甲第し岬考証

意　見　書

一一日韓会釈文事公開にもはや障尊はない．

2010年12月29日

氏名　＠守∴孝恕

・私は、一橋大学大学院修士課程で東洋経済史を専攻し、愛知県立大学外国簿学部

で教鞭を取り、一橋大学社会学部の教授を務めた後、龍谷大学に特任教授として在

籍した（現在、一橋大学名誉教授）。在日コリアンの法的地位等の問題に関して、

国会で参考人として呼ばれ、幾度も意見を述べたことがある。また、外国人の差別

や戦後補償の間暦に関連して、これまで、当事者に依頼されて裁判所に意見書を出

したり、証人として出廷したことも多い。

私の詳しい経歴及び著作などは、本意見事の末尾に添付したので、参照していた

だきたい。

2　日本の戦後処理の系常

（1）日本の戦後史の原轟はいうまでもなく1945年8月のポツダム宣言受常であ

る。同量音にはrカイロ宣言の条項は履行せられるべく・‥」（第8項）とあ

ーり、そのカイロ窒音には、「満州、台湾及び彩湖島のような日本画が清国人から

盗放したすべての地域を中華民国に返還する‥・朝鮮の人民の奴隷状態に留意

し、やがて朝鮮を自由かつ独立のものたらしむるjとある。従って、ポツダム宣
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